３　エコール・ド・パリの古典流儀
（同時開催／クリスタルグラスの輝き―17世紀ヴェネツィアから現代まで）
会期：平成24年9月15日（土）～平成25年1月20日（日）

会場：北海道立近代美術館　常設展示室

主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会
協力：JR北海道

エコール・ド・パリの古典流儀
Ecole de Paris Artists：A Return to Classical Beauty
　人々の心に大きな傷あとをのこした第一次世界大戦の終結後、ヨーロッパでは、悲惨な戦争をまねいた近代文明への疑念とともに、近代以前の調和に満ちた世界へのあこがれが高まった。社会には「秩序への復帰」というスローガンのもとで、古典や伝統へと回帰する風潮が生まれ、フランスの美術界でも古典主義的な主題や表現が大きな流れとなっていく。この時期、パリを舞台に活躍した“エコール・ド・パリ（パリ派）”の画家たちもそうした影響を受け、古典主義的な神話や文学、裸婦などを主題として描いている。戦後の開放感もつかの間、やがて第二次世界大戦の足音が迫るなか、時代は次第にナショナリズムの様相を濃くしてゆき、ユダヤ系や外国出身者が多かったパリ派の画家たちにはパリを離れる者も多くなった。そして“エコール・フランセーズ（フランス派）”と呼ばれるフランス出身の画家たちを中心に、自国の伝統文化、とりわけ古典主義の伝統を重んじる風潮がさらに強まって、この時代の一面を特徴づけることとなった。

　本展覧会では、両大戦間の時期に生まれた古典主義回帰の動向を、“エコール・ド・パリ”と“エコール・フランセーズ”の作家を中心として、油彩、水彩、素描、版画、彫刻、ガラスなど当館所蔵の秀作に加え、北海道立帯広美術館所蔵のポスター・コレクションから、カッサンドルなどの古典主義の影響を示す作品もあわせて紹介した。

· 展示構成

Ⅰ秩序への呼びかけ

　ドラン、キスリング、パスキン、カロ、ヴァン・ドンゲン、ローランサン、山田正
Ⅱ失われし時を求めて

　ユトリロ、ヴラマンク、小寺健吉
Ⅲ古代への憧れ

　ハルド、ドラット、ラリック、パスキン、コクトー、シャガール、カッサンドルほか
Ⅳ裸婦―古典主義のイコン
パスキン、ドラン、キスリング、国吉康雄、ペール・クローグ、ロート

クリスタルグラスの輝き―17世紀ヴェネツィアから現代まで

Crystal Glass：From 17th Century Venetian to Contemporary
ガラスといえば、まず思い浮かぶのがその透明性であろう。4000年以上の昔にガラスが発見されて以来、多くの努力が重ねられ、やがてクリスタル（水晶）のように透明度が高く、まばゆい輝きを持つガラスが開発された。その光沢を引き立てるための彫刻や透明性を生かした絵付けなどの装飾も発展し、時代や地域によってさまざまな表現が生み出されていく。
　この展覧会では、17世紀のヴェネツィアから現代まで、無色透明なガラスをめぐる多彩な展開を「Ⅰヨーロッパ」「Ⅱ日本」「Ⅲ現代」の3章構成で紹介した。　  
●展示構成

Ⅰ ヨーロッパ－無色透明ガラスの探究
①ヴェネツィアなどの透明な器　②ボヘミアのクリスタル　③イギリス、アイルランドの鉛クリスタル　④ガレとアール・ヌーヴォーのガラス　⑤ラリックのラジエータ・キャップ　⑥スウェーデンのガラス
Ⅱ 日本－新しい素材の吸収
①江戸のガラス　②舶載のカットガラス　③各務鑛三のガラス　④小林英夫の切子ガラス　⑤岩田藤七、藤田喬平のガラス
Ⅲ 現代－斬新なアプローチ
①クリスタルのオブジェ　②エングレーヴィング作品　③光学ガラス　
· 作品輸送・展示

日本通運株式会社
· 会場造作

株式会社クリエート工房
· 広報印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
印刷：株式会社さんけい
デザイン：佐藤守功
· 出品目録

A4判４頁（当館簡易印刷）
●関連事業（会場はいずれも常設展示室）

［ギャラリー・トーク］
日時：10月6日（土）、11月10日（土）午後2時～2時30分
講師：苫名　真（当館学芸第二課長）

内容：「クリスタルグラスの輝き－17世紀ヴェネツィアから現代まで」
日時：10月13日（土）、12月22日（土）午後2時～2時30分
講師：柴　勤（当館学芸部長）

内容：「オルフェウスの琴の音」
日時：10月20日（土）午後2時～2時30分
講師：村山　史歩（当館学芸員）

内容：「魅惑のクリスタルグラス」
日時：12月8日（土）、1月12日（土）午後2時～2時30分
講師：佐藤　幸宏（当館学芸第一課長）

内容：「フランス近代美術におけるギリシャ・ブーム」
· 主な新聞・雑誌記事等
北海道新聞

・「大戦間の仏美術動向幅広く紹介　道立近代美術館常設展　エコール・ド・パリの古典流儀」平成24年10月9日（火）夕刊

・ほっかいどうアート探訪「小寺健吉『水辺』タピスリー研究　画風に反映」（佐藤幸宏）平成24年11月5日（月）

　
